
1 

 

 

韓国青年（大学生）訪日団（オンライン）の記録  

 

１． オンライン交流概要 

【目的】在韓公館から選抜された韓国の大学生を対象として，東日本大震災発生 10周年を機

に，被災地復興の取組みを学ぶとともに，福島県を訪問し，復興の状況，特産の農水産品の

紹介及び地域の農業の取組について理解を深め，韓国で対外発信することにより福島を含む

東日本大震災被災地の風評被害をなくすことを主目的とする。 

 

【参加者】 

韓国の大学生等 130名 

 

２. 日程    

日にち 

訪問地 

内容 参加者の質問・反応（参加者

の人数実績） 

1回目 

2月 20日 

 

【オリエンテーション】 

【プロジェクト課題説明・意見交換】 

「東日本大震災から 10年，被災地の復興」 

① 聴講・質疑応答  

② グループ別意見交換・準備 

防災リスクマネジメントの

重要性が韓国でも高まって

いることから，「大震災から

10 年経つ日本が困難をいか

に克服したか，大変関心があ

る」との声が多く，意見交換

の場ではプロジェクト課題

の具体的内容について活発

に意見交換が行われた。中に

は，「原発関連をテーマに扱

いたい」「放射能の被害は韓

国での報道ほどではない，そ

れは先入観だ」と話す参加者

もいた。（参加者：130名） 

2回目 

3月 20日 

 

【テーマ関連講義・意見交換】 

「東日本大震災復興の足跡を学ぶ」 

① 東日本大震災復興ドキュメンタリー映画 

「一陽来復」鑑賞 

② 講義・質疑応答 

講師：「一陽来復」尹美亜監督 

ゲスト：遠藤伸一氏（出演者） 

「映画から住民が前を向く

エネルギーを感じた」「今の

様子を是非実際に視察した

い」「韓国人にとって福島は

疲弊，荒廃した場所というイ

メージがあったが映画によ

ってイメージが変わった」等

の意見と共に，「自分たちの

視察が被災地に住む皆さん

の負担にならないか，どのよ
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うに皆さんに接したら良い

か」「福島放射能問題の韓国

人の認識についてどう考え

ているか」等の質問も寄せら

れた。大変意欲的な姿勢が見

られ，東日本大震災被災地へ

の風評被害払拭に大きくつ

ながった。（参加者：130名） 

3回目 

4月 10日 

 

 

【テーマ関連講義・意見交換】 

「最近の日韓関係について」 

講師：外務省 武田克利 日韓交流室長 

① 講義・質疑応答 

 

「福島の風評被害払拭」 

講師：福島県出身の JENESYS事業参加学生 

① 福島の魅力紹介・質疑応答 

 

「東日本大震災被災地視察体験談とその後の

活動」 

講師：JENESYS事業参加学生（韓国人） 

① 訪日団での経験を紹介・質疑応答 

最近の日韓関係に関する講

義では，日韓関係や交流に関

し，数多くの質問が出た。日

韓の過去 JENESYS 参加者に

よる東日本大震災被災地に

関する発表は大変好評で，参

加者からは「福島へのイメー

ジが変わった」「福島に関す

る情報にはこれまであまり

接する機会がなかったが，新

たな情報を得ることができ

た」等の肯定的な感想が多く

聞かれた。（参加者：130名） 

4回目 

5月 8日 

福島県福

島市 

【テーマ関連視察・講義】 

「福島の風評被害払拭」 

① 福島市内視察・質疑応答 

（福島県観光物産館及び，JR 福島駅周辺） 

 

「福島で 20年～キムチおばさんとして生きて」 

講師：NPO 法人ふくかんねっと 鄭鉉淑（チョ

ン・ヒョンスク）理事長 

① 講義・質疑応答 

 

「東日本大震災被災体験談・復興支援ボランテ

ィア活動」 

講師：翰林大学日本学研究所 厳泰奉（オム・

テボン）教授 

講義・質疑応答 

福島市内の日常風景や福島

の特産品，福島で東日本大震

災を経験した韓国出身者に

よる農業を中心とした地域

復興活動や日韓交流に関す

る講義を通し，「福島へのイ

メージが変化した」「SNS 発

信を通し風評被害払拭のた

めに積極的に取り組みたい」

という感想が多く寄せられ，

「福島の情報は日韓でだい

ぶ異なるが，情報の差をどう

埋めていけばいいのか」等の

質問も出た。（参加者：130

名） 

5回目 

7月 17日 

（1・2団） 

7月 31日 

（3・4団） 

【テーマ発表報告】 

①「東日本大震災」に関する課題プロジェクト

発表・意見交換 

 

【交流・意見交換】 

テーマ発表では，各グループ

東日本大震災をテーマに調

査した内容を全体で共有し

た。その後は，日韓の若者同

士が「最近の日韓関係」をテ
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①「最近の日韓関係」に関して，日本の同世代

との意見交換 

ーマに，日韓の新聞記事を比

較しながら率直に意見を交

わし合い，日韓関係の現状と

問題点，日韓関係で若者がで

きることは何か等の意見を

共有し合う有意義な時間に

なった。（参加者：130名） 

 

３．記録写真  

 
 

2021年 2月 20日【プロジェクト課題説明・

質疑応答】「東日本大震災から 10 年，被災

地の復興」 

2021年 3月 20日【テーマ関連講義・意見交

換】復興ドキュメンタリー映画「一陽来復」

尹美亜監督と出演者遠藤伸一氏との意見交換 

 

 

2021年 4月 10日【テーマ関連講義・意見交

換】「福島の風評被害払拭」～福島県出身の

学生による福島の魅力紹介及び質疑応答 

2021 年 5月 8日【テーマ関連視察】「福島

の風評被害払拭」～オンライン視察（福島

県観光物産館長の福島県特産物紹介） 

 

 

2021年 5月 8日【テーマ関連講義・意見交

換】「福島の風評被害払拭」～講義「福島で

20年～キムチおばさんとして生きて」 

2021年 7月 31日【交流・意見交換】「最近の

日韓関係」に関して，日本の同世代と意見交

換 
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４．参加者の感想（抜粋） 

◆ 韓国 学生 

本プログラム参加をきっかけに福島について肯定的な認識を持てるようになった。日本の

防災対策と復興への努力について深く学ぶことができ，非常に興味深かった。また，オン

ラインによる生中継で現地の今の様子を見られたこと，日本の学生との交流等を通じ，訪

日への期待が高まった。 

 

◆ 韓国 学生 

日頃から日本へとても関心を持っていたが，今回のプログラムを通じて，単に日本の表面

的な部分や文化的な側面のみを見るのではなく，日本が経験した痛みと地震災害，それら

を日本人がいかに克服していくのか等について学びながら，日本をより深く理解すること

ができた。私にとっては毎月 1 回の本プログラムに参加する時間が本当に貴重に感じた。

最後の日本の学生との交流は，短い時間ながらも日本語を使って意見交換することもでき

幸せであり，本プログラムに参加できたことに感謝したい。 

 

◆ 韓国 学生 

コロナ禍の厳しい状況であるにもかかわらず，これを克服しようとご尽力いただき，素晴

らしいプログラムをご準備してくださった主催者の皆様に感動した。今回のプログラムで

多くの日本の方々と交流できたのが嬉しかった。特に，東日本大震災の被災者の方の声を

聞けたのが私にとっては大きな経験となり，最近の日韓関係に関する講義，福島現地から

の生中継，日本の大学生との交流，いずれも深く記憶に残っている。今まで日本について

誤解していたこと，誤って認識していたこと等が変わるひと時でもあった。 

 

◆ 韓国 学生 

今回のプログラムで日本の新たな姿を知ることができた。韓国で接する日本の姿は限定的

であるため，それにより自分でも気付かないうちに偏見を持っていたように思う。そのよ

うな事実を悟ることができ，日本への見解と視野の幅を広げてくれたプログラムであった。 

 

５．受入れ側の感想 

 福島県観光物産館関係者 

福島では震災・原発事故後も普通に日常を送っており，農水畜産物を育て，普通に食べて

いる。もちろん口にする食材などに対しては、放射線検査がきちんと行われている。ぜひ

素晴らしい福島を実際に訪れ楽しんでもらいたい。福島県民はおもてなしをすることが

大好きなため、皆さんを大歓迎する。今後も韓国の皆さんと共に歩んでいきたいと思う。 

 

 福島県 NPO法人関係者  

コロナ禍で人々の国際間の往来が自由にできない今，オンラインによる交流で福島の様

子を韓国の皆さんにご覧いただける機会を与えていただき，大変ありがたい。今回の企

画は，コロナという危機の中で新たなチャンスや世界を見いだす素晴らしい取り組みだ

と感じた。韓国の皆さんには，今回のプログラムをきっかけに新たな発見があったこと

を願うと共に，今後の言動がどのように変わっていくか期待したい。 
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６．参加者の対外発信 

 

 

 

 

 

 
2021年 3月 20日（ブログ）  

「東日本大震災復興の足跡を学ぶ」 

（尹美亜）監督からこの映画へ込めた思いを聞

き，私達は東日本大震災へより深い関心を持た

なくてはいけないと強く感じた。被災者の方の

大きなトラウマが残るような体験談を聞いて，

本当に胸が痛んだ。 

2021年 4月 10日（ブログ） 

「福島の魅力の発表」 

東日本大震災から 10 年経ったが，現在の福

島は被災地であるとは信じ難く，話を聞いて

いると一回は行きたくなるような素晴らし

い観光地も多い。また，全ての食品に放射能

検査を徹底して実施しているそうだ。 

 
 

 
 
 

2021年 5月 8日（Instagram） 

「福島の風評被害払拭」 

この日はまず福島駅周辺の様子と福島県観光物

産館をオンラインで視察し，生の情報を得るこ

とができ興味を惹かれた。その後はキムチおば

さんこと鄭鉉淑理事長の講義を聞いた。鄭理事

長は 2000年から福島に居住し，韓国文化と韓

国語を伝えるために「ふくかんねっと」という

市民団体を立ち上げ，東日本大震災以降は福島

県の住民のための「いやしカフェ」を作る等の

素晴らしい活動をされているという。 

2021年 7月 31日（ブログ） 

「今回のオンラインプログラムの全体感想」 

福島は放射能に汚染された危険地域という

認識だったが，今回福島で食料品が非常に厳

しく徹底された基準で出荷されることを詳

しく学び，過去の不信感を変えることができ

た。また、東日本大震災当時の状況や被災者

の証言等を耳にし，非常にリアルに感じ胸が

痛んだ。被災者が互いに助け合い克服しよう

とする姿に感動した。一方この 10 年で日本

がここまで早く復興したことにも驚いた。 
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７．オンラインプログラムの成果発表 

  

（写真：成果発表の様子，左：「福島原子力発電所爆発による日本のエネルギー産業構造

の変化」，右：「東日本大震災後の発展～改善された設備と生活」） 

 

今回のオンラインプログラムでは，オフラインによる実際の訪日に備えた事前調査も兼

ねて，各グループに「東日本大震災」に関する課題プロジェクトを与えた。それぞれ取り

組んだ内容は，本オンラインプログラム最終日に実施した「テーマ発表報告」の時間に各

グループが発表し，全体で共有した。プロジェクトを通してテーマに関する理解を深めた

参加者たちからは，訪日の際に施設見学や実地視察等を通し，さらに理解を深めたいとい

う意見が多く出された。 

 

主なテーマ例：「地震発生時の国や民間の支援」，「復興の現況分析（復興予算や復興への

評価）」，「復興庁の設立と取組」，「被災後の『防災から減災へ』の認識の変化」，「福島原

発事故と新エネルギー政策」等。 

 

事業実施団体：公益財団法人 日韓文化交流基金 


